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水
を
め
ぐ

っ
て

一
関
よ
り
磐
丼
川
に
沿

っ
て
ニ
キ

ロ
。

合
流
点
が
狐
祥
寺
地
域

で
あ
る
。

こ
の

秀
衡
、
義
径
の
伝
説
で
満
ち
て
い
る
。

近
年
、
昭
わ

二
十

二
、

二
十

二
、

二
十

四
年

の
カ
ス

リ

ン
台
風
、

ア
イ
オ

ン
台
風
、
キ

テ
ィ
台
風

で
は

一
関
、
特

に
狐
祥
　
・■
■
■

●

・
一

十

で
は
、
北
上
川
と
磐
丼
川

の
増

　

　

．●

水
が
す
さ
ま
じ
く
、
水
位

一
六

ｍ
　

　

・‐‐‐‐

入
九
ｃｍ
を
記
録
し
、
そ
薇
ら
の
台

風
は
県
内

で

一
〇
〇
〇
人
に
も

の

ぼ
る
死
者
、
負
傷
者
、
行
方
不
明

者
を
出
す
な
ど
多
く

の
八
跡
を
残

し
た
。
そ
薇
ら
は

昔

か
ら

「
白
髯

の
洪
水
」
と
い
わ
ね
、
神

の
い
か
り

や
悪
霊
の
し
わ
ざ
と

い
わ
枚
、
濁
流
　
　
　
．一
．

．

．

権
を
め
ぐ
る
争

い

（
狐
祥
寺
騒
動
）
が
こ
の
地
で
繰
り

広
げ
ら
枚
て
い
る
。

昔
か
ら
盛
同
～
黒
沢
尻
間
は
小
繰
船
、
黒
沢
尻
～
石

春
間
は
絆
、
下
り
は
半
日
、
上
り
は
四
日
。
明
わ
元
年

貧

七
六
四
）
に
は
盛
同
入
隻

・
郡
山

（
日
誌
）

一
〇

隻

・
花
本

一
二
隻

・
黒
沢
尻

一
四
隻
計
四
四
隻
が
長
さ

一
四
ｍ
の
船
で
米
俵
二
五
〇
俵
を
積
み
、
石
な
か
ら
さ

ら
に
太
子
洋
を
江
戸
、
大
阪
に
ま
で
理
ん
だ
。
そ
の
た

め
の

一
関
ヤ
継
と
し
て
渡
し
場
は
あ

っ
た
が
明
治
初
期

に
は
新
た
に
渡
船
場
が
設
け
ら
薇
、
狐
祥
寺
汀
岸
と
し

て
官
城
県
石
本
市
と
の
間
に
蒸
気
船
岩
手
九
と
登
米
九
、

宮
成
九

（
四
五
ｔ
）
が
就
航
し
夫
工
時
代
ま
で
続
け
ら

薇
た
。
十
歳
橋
が
架
け
ら
薇
た
が
洪
水
で
す
ぐ
流
さ
枚
、

昭
わ
二
十
六
年
、
窮
余
の

一
集
と
し
て
モ
グ
リ
橋

（水

没
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
橋
）
を
架
設
し
た
が
、
年

間
百
日
も
モ
グ
リ
続
け
た
た
め
近
年
高
架
橋
を
や
っ
と

え
咸
、
北
上
川

・
磐
丼
川
合
流
地

一
帯
に
近
水
地
を
設

け
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
水
と
の
関
係
は
深
ま
り
そ
う
な
狐
祥

寺
地
域
で
あ
る
。

の
中
に
台
髪
の
老
人
が
い
か
だ
を
採

っ
て
い
る
の
が
日
撃

さ
薇
た
り
台
髯
の
老
人
か
ら

「
水
が
出
る
か
ら
逃
げ
ろ
」

と
予
を
さ
薇
た
り
し
た
、
と
も

い
う
。

こ
の
地
方
の
家

屋
の
軒
下
に
は
小
船
が
つ
る
さ
薇
て
い
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
水
と
の
関
り
が
欠
か
せ
な
い
狐
祥
寺
地
域
で
あ
る
。

陰
に
陽
に
人
々
は
水
を
考
え
、
利
水
を
願
っ
て
い
た
。

天
工
九
年

（
一
二
人

一
）
七
月
同
じ
葛
西
圧
下
の
、

下
黒
沢

（
一
関
市
）
成
立
黒
沢
豊
前
守
と
東
山
長
部
ヤ

乍

（千
泉
町
）
成
立
長
部
孫
入
郡ヽ
と
の
北
上
川
の
水
上

北
上
川
と
の

一
円
は
平
泉

の

腎

桜 の 参 道
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昔
、
秀
衡
公
の
時
代
、
千
泉
の
塩
沢
と
い
う
所
に
化

け
狐
が
出
没
し
、
に
わ
か
に
橋
に
化
け
、
近
る
者
を
流

旅
に
お
と
し
た
。
橋
を
弓
で
射
た
と
こ
ろ
橋
か
ら
狐
が
現

わ
ね
、
れ
ら
え
て
身
勿
り
に
し
北
上
川
に
流
し
漂
）看
し

た
所
が
大
明
升
台

（
大
名
婦
）
屋
敷
と
呼
ば
薇
、
そ
の

狐
が
さ
ら
に
怨
霊
と
化
し
、
祟
り
、
人
々
を
悩
ま
せ
た
。

あ
る
時
は
秀
衡
公
に
化
け
、
成
の
中
に
入
り
常
夜
灯
を

消
し
た
り
し
た
と

い
う
。
秀
衡
公
は
僧
侶
た
ち
を
呼
び

占
わ
せ
た
と
こ
ろ
狐
の
生
化
と
い
う
卦
が
由
、
狐
の
霊

を
し
ず
め
、
及
め
て
生
首
を
埋
め
仄ヽ
し
、
首
塚
を
集

い

た
。
塚
の
前
に
大
明
升
稲
荷
夫
明
神

（
現
青
竹
稲
荷
神

社
）
を
祀
り
白
馬
山
狐
祥
十

（
当
十
の
前
身
）
を
定
て

別
当
寺
と
し
た
と
い
う
。
事
実
で
あ
歿
ば
秀
衡
公
開
基

の
十
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

水

の
怒
り
が
解
け
て
い
る
時
は
実
に
の
ど
か
な

口
園

地
帯
が
広
が
り
、
昔
、
気
仙
地
方
の
菅
原
某
ヤ
納
言
が

京
都

の
景
色
に
似
て
い
る
と
し
て
こ
の
地
方

一
円
を
大

源
、
小
原
、

西
山
、
東
山
、

入
瀬
、
奥

の
葉
山
と
地
老

天
台
繭下
の
流
れ

独
祥
寺
が
曽
洞
宗
鶏
頭
山
光
西
十
と
な
り
再
興
さ
薇

る
水
早
十
年

（
一
四
二
入
）
以
前
は
人
含
宗
で
あ

っ
た

と
い
う
。
そ
の
年
月
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
秀
衡
化

界
後
は
住
職
も
絶
え
、
虚
堂
と
化
し
て
い
た
。

・
延
暦
二
〇
年

（
入
ｏ

一
）
坂
上
口
村
麻
３
が
征
夫
夫

将
早
と
な
り
、
聖
式
天
皇
の
命
に
よ
り
蝦
夫
の
阿
ユ
流

為
ら
を
制
圧
す
る
。

・
延
暦
二
二
年

（
入
ｏ
四
）
最
澄
が
中
国

（唐
）
よ
り

戻
り
人
台
宗
、
光
叡
山
延
暦
寺
を
開
山
す
る
。
弟
子
の

慈
党
人
師
が
桓
式
天
皇
の
勅
願
で
東
国
に
人
台
宗
を
広

め
始
め
る

（
入
四
入
）
。

・

幕
洋
二
年

（
入
五
〇
）
な
党
夫
師

（
円
仁
）
、
千
泉

ヤ
尊
寺
、
毛
濾
寺
、
人
台
寺
、
松
島
の
端
巖
寺
、
青
森

を
老
付
け
た
、
と
も

い
い
、
歌
人
の
猿
九
夫
人
も
こ
こ

の
出
身
者
で
あ
り
、
升
台
屋
敷
で
は
秀
衡
と
義
径
が
猿

楽

（昔
代
、
ャ
世
の
能
、
狂
言
）
に
共
じ
た
。
升
台
桜

と
そ
の
地
老
や
猿
沢
の
名
も
今
な
お
残

っ
て
い
る
。

恐
山
午
を
夭
台
宗
の
寺
院
と
し
て
開
山
す
る
。　
　
　
　
・

・
康
千
二
年

（
一
〇
六
二
）
江
剌
郡
豊
口
備
の
主
、
藤

源
径
清
と
奥
六
郡
の
長
安
倍
貞
任
ら
が
前
九
年
の
役
で

敗
薇
る
。
径
清
の
子
、
清
衡
が
秋
口
に
の
が
薇
る
。
真
一

任
の
弟
と
さ
薇
る
境
講
師
宦
照
は
人
台
十
の
住
職
を
勤

め
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一．

・
完
治
二
年

（
一
〇
入
九
）
藤
源
清
衡
、
後
二
年
の
役

に
勝
利
し
、
父
経
済
の
追
成
、
江
剌
の
豊

口
帯
に
入
る
一

・
長
治
二
年

（
一
一
〇
五
）
よ
り
藤
原
清
衡
が
千
泉
に

入
台
宗
の
十
院
を
次
々
と
走
立
す
る
。
　

　

　

　

　

■

こ
の
こ
と
が
ら
か
ら
、
東
国
に
お
け
る
人
含
宗
は
姜

倍

一
族
と
藤
源

一
族
の
庇
護
の
下
に
共
隆
を
た
ど

っ
て
一

い
た
と
思
わ
枚
、
千
泉
の
十
頌
で
あ

っ
た
狐
祥
寺
の
え
．

含
宗
時
代
は
そ
の
中
に
存
在
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

山門の仁王 (阿)

麒

山門の仁王 (囁)
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葛
繭
と
は
弁

（攀
井
）
地
方

夫
治
二
年

（
一
一
人
九
）

源
頼
朝

は
平
泉
百
年

の

文
化
を
減
ぼ
し
た
。
関
東
御
家
人
と
し
て
功
あ

っ
た
葛

西
手
郡
清
重
に
頼
朝
は
奥
州
鯰
本
行
と
し
て
、
江
差
郡
、

伊
沢
郡
、
気
仙
郡
、
４́
民
郡
、

岩
丼
郡
、
そ
枚
に
現
在
の
東

磐
井
郡
の
奥

口
保
、
黄
海

ロ

保

の
額
地
を
与
え
た
。

こ
ね

は
近
せ
の
石
高

に
し
て
二
十

～

二
十
五
万
石
に
相
当
す
る

人
老
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

覇
権
は
失

っ
た
も
の
の
磐

丼
地
方
は
千
泉

の
文
化
圏
に

あ

っ
た
。

鎌
合
式
士
支
配
の
時
代
か

ら
、
中
央
政
権

の
滉
乱
の
ま

ま

に
翻
昇
さ
薇
た
南

北
朝
、

室
町
時
代
、
千
泉

で
は
人
台

宗

の
十
院
が
真
言
宗
、
曽

洞

宗
に
次
々
に
転
宗
す
る

一
方
、
北
朝
方
に
よ
る
関
東
管

額
を
う
け
て
奥
州
を
司
る
奥
州
探
題
が
置
か
薇
、
葛
西

も
そ
枚
に
組
す
る
が
関
東
の
式
士
午
が
入
り
乱
な
る
こ
と

に
も
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

そ
し
て
狐
祥
寺
成
の
音
塁
は
葛
西
家
臣
新
柵
太
郎
左

衛
門
種
次
居
成
と
さ
薇
る
が
再
開
基
に
ど
の
よ
う
に
関

わ

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
人
工
の
項
は
升
革
炸

の
、
水
沢
城
上
の
末
と
い
わ
ね
、
葛
西
十
六
騎
の
う
ち

の
佐
々
木
佐
衛
門
甲
甲
飼
利
の
額
地
で
あ

っ
た
。
人
エ

十
八
年

（
一
二
九
〇
）
葛
西
が
清
菫
以
来
十
七
代
の
時

信
之

四
ｏ
ｏ
年
間
の
治
政
が
減
せ
し
て
光
西
寺
は
伊
逹

額
の
中
で
法
燈
を
対
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
江
戸
期
の
は
じ
め
は
仙
台
暮
額
直
轄
、
万

治
二
年

（
一
六
六
〇
）

一
関
暮
額

（
伊
逹
兵
部
額
）
、

寛
丈
十

一
年

（
一
六
七

一
）
仙
台
暮
額
、
人
わ

二
年

（
一
大
入
二
）
か
ら

一
関
暮

（
口
村
暮
）
、
明
治
以
降
は

一
関
県
、
水
沢
県
、
磐
丼
県
を
径
て
明
治
九
年
か
ら
岩

手
県
下
と
な
る
。
明
治
十

二
年
か
ら
二
十

二
年
こ
は
西

磐
井
郡
真
滝
村
、
以
後

一
関
市
の
人
字
と
な
る
。

御
闘
画
の
こ
と

「
鶏
頭
山
光
西
寺
、
曹
洞
宗
、
本
郡

Ｔ
石
井
郡
）
一
関

邑

（
一
関
市
）
願
咸
寺
末
寺
、
伝
え
云
う
、
古
昔
藤
源
秀

衡
堂
宇
造
営
、
口
裸
の
後
、
後
花
日
子ヽ
の
永
享
十
年

（
一

四
二
入
）
入
月
二
十
八
日
　
願
咸
十

（奥

の
工
法
寺
表

五
ヶ
院
の

一
十
で
あ
る
）
第

二
世
梵
西
わ
尚
ヤ
共
開
山
」

と
姜
永
風
上
記
に
あ
る
。
風
上
記
は
仙
台
落
で
額
内
の

各
村
か
ら
提
出
さ
せ
た
言
出
で

一
七
七
二
～
九
年
に
ま

と
め
ら
ね
た
。
工
法
寺
末
願
咸
寺

二
世
来
用
梵
西
人
わ

尚
が
七
十
七
歳
に
し
て
開
堂
法
演
の
儀
を
挙
げ
、
こ
の
時

に
鶏
頭
山
光
西
寺
と
し
、
曽
洞
宗
に
及
宗
し
た
。
　
一

月
泉
良
印
祥
師
の
第
九
資
梅
榮
元
杏
人
わ
尚
が
自
馬

山
願
戌
寺
を
応
永

二
十

二
年

（
一
四

一
二
）
開
山
し
、

工
法
寺
幹
住
入
代
を
勤
め
後
、
梅
榮
元
杏
人
わ
尚
，
資
、

来
月
梵
西
人
わ
尚
が
師
の
後
住
と
し
て
願
咸
寺

二
せ
ど

な

っ
て
い
る
。
そ
枚
以
前
に
、
工
法
寺
給
住
二
十
代
を

勤
め
て
い
た
。
嘉
吉

二
年
九
月
二
十
七
日
入
十
二
茂
ｋ

し
て
遷
化
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

餞

本 堂 正 面

率
師
堂

の
本
専
は
基
師
昴
来
専
像
だ
が
慈
党
人
師

（
円
仁
）
作
と
伝
え
ら
ね
る
阿
弥
陀
如
来
尊
像
も
あ
一る
一
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正
瀧
寺
織
史

奥

の
工
法
十

の
開
れ
無
底
良
詔
祥
師
は
二
十

二
歳

の
時
、
石
川
県
能
登
に
あ
る
永
光
十

で
明
峯
素
哲
祥

師
に
つ
い
て
出
家
得
度
さ
枚
二
十

一
歳
に
し
て
総
持

寺

二
れ
峨
山
紹
項
祥
師

の
法
を
嗣
が
旅
た
。
明
峯

・

峨
山
両
祥
師
は
と
も
に
大
本
山
鯰
持
寺
閉
山
の
螢
山

“
瑾
祥
師

の
高
弟

で
あ
る
。　
一
寺
走
立
の
人
願
を
共

し
、
紀
州
熊
野
権
現
の
不
思
議
な
夢

に
登

い
、
東
北

地
方
を
行
脚
し
、
人
台
宗
黒
石
十

の
跡
に
立
た
薇
た

時
、
山
深
く
谷
静
か
な
こ
の
地

こ
そ
修
行
に
最
良
と

感

じ
ら
薇
た
。
無
底
祥
師

二
十

四
歳
、
貞
わ

四
年

（
一
二
四
入
）

四
月
二
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
時
、

こ
の
地
は
、
黒
石
走
後
守
工
端

（
黒
石
鶴
成
年
主
）

と
長
部
近
■
守
清
長

（
長
島
長
部
年
主

・
千
泉

町
）

の
二
人
の
額
地
に
ま
た
が

っ
て
い
た
。　
二
額
主
は
と

も
に
無
底
祥
師
に
帰
依
し
寺
額
を
寄
進
し
、
伽
重
を

走
立
し
、

こ
こ
に
東
北
最
初
の
祥
道
場

『
夫
梅
お
幸

山
園
通
工
法
寺
』
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
貞

わ

四
年

（
一
二
四
入
）

入
月

二
十

二
日
、
無
底
祥
師

は
工
法
十
開
れ
と
な

っ
た
。

総
持
寺

二
れ
城
山
祥
師

の
二
十
五
哲
十

一
番
弟
子

の
無
底
祥
師
が
開
れ
。
そ
し
て
十
二
番
弟
子
の
月
泉

良
印
祥
師
が
正
法
寺
第

二
社
。
さ
ら
に
十
六
哲
日
の

道
曳
道
愛
祥
師
が
第

二
れ
。

以
後
、
月
泉
民ヽ
印
祥
師

の
法
嗣
に
よ
り
受
け
継
が
旅
る
。

道
曳
道
愛
祥
師
は
の
ち
に
胆
沢
郡
で
永
徳
寺
を
草

創
す
る
こ
と
に
な
る
。

工
法
寺
は
、
開
創

の
祝
応
元
年

（
一
二
五
〇
）
か

ら

二
五
五
年
間
奥
羽
両
国
の
本
寺
、
紫
衣
由
せ
道
場

と
し
て
永
千
寺
、
総
持
寺
と
と
も
に
第

二
の
本
山
の

格
式
を
も

っ
て
い
た
。
当
時

の
崇
光
天
皇
ほ
か
二
人

の
人
皇
よ
り
御
給
旨
の
え
が
寄

せ
ら
薇
て
い
る
。
末

寺
は
二
〇
入
と
も

一
二
〇
〇
寺
と
も
伝
え
ら
択
る
。

し
か
し
、
え
わ
元
年

（
一
六

一
五
）
徳
川
家
晨ヽ
が
寺

院
に
読
制
を
カロ
え
る
た
め
に
法
度
を
制
定
し
た
。
エ

法
寺
も
本
山
鯰
持
寺

の
直
末
に
な
り
、
道
支
禅
一師
●

胆
沢
永
徳
寺
派
は
門
葉
約

四
ｏ
入
ヶ
十

で
離
末
転
漁

の
最
大
の
十
門
で
あ

っ
た
。
月
泉

民ヽ
中
祥
師
の
法
嗣

の
十
も
同
様
、
詐
未
転
派
が
多
数
あ
り
、
残
念
な
こ

と
で
あ

っ
た
。

隋

本 堂 内 陣

本 堂 内 部
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山
号
の
ダ

白
馬
山
狐
祥
十
、
台
馬

山
願
咸
寺
、
鶏
頭
山
光
西

寺
と
並
べ
て
見
る
が

こ
の

地
方
に
山
号
に
合
致
す
る

山
は
几
あ
た
ら
な

い
。
南

部ヽ
藩
最
北

の
地
に
人
台
宗

で
あ

っ
た
下
北
半
島
、
む

？
下
に
恐
山
が
あ
る
。
た

党
人
師
が
中
国
で
修
行
ヤ

に
京
都

の
東

万ヽ
三
〇
今

日

の
所
に
霊
山
あ
り
と
の
お

つ
げ
を
聞
き
、
地
蔵
善
薩

を
作

っ
た
。
高
野
山
、
ん

叡
山
と
共
に
二
人
霊
山
と
し
、
恐
山
善
提
寺
と
し
た
。

正
幸

入
葉

の
山
が
７ヽ
曾
利
湖
を
囲
む
。
湖
の
ほ
と
り
、

恐
山
の
広
い
境
内
に
は
二
途
の
川
、
極
楽
浜
、
地
獄
谷
、

界
の
河
原
、
立
の
海
な
ど
水
と
関
係
し
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
た
老
称
が
並
ん
で
い
る
。
今
は
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
と

金
の
埋
蔵
言
の
可
能
性
で
郷
ら
枚
る
が
、
こ
幸

入
葉
の

山
に
鶏
頭
山
が
あ
る
。

五
百
年
以
上
の
昔
、
千
泉
の
霊
を
条
ヶ
、
青
北
朝
の

動
乱
と
人
正
の
悲
劇
を
条

っ
た
人
々
が
、
水
ハ
黄
金
、

人
台
宗
、
た
党
夫
師
ら
の
、
あ
ま
り
に
も
和
似
す
る
も

の
を
帰
り
、
入
葉
山
よ
り
鶏
頭
山
の
山
号
を
名
付
け
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鍼

山号額 「鶏頭山J

御 開 山

秋 町

♯巡り踪IⅢ■|

薬 師 堂 薬師如来像

春 の 中 庭
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慕
師
力
来

阿
弥
陀
仏

聖
観
世
音
善
薩
像

当
寺
は
西
磐
丼

二
十

二
祝
子

の
十
六
番
札
所
で
、

聖
祝
音
様
は
金
色

の
光
背

の
前
に
立
ち
優
し
く
素

朴
な
姿
を
感
じ
さ
せ
る
。

〈御
詠
歌
〉

も
ろ
と
も
に
　
願
ふ
む
の
　
数
そ

へ
ば

光
り
は
西
に
　
む
ら
さ
き
の
雲

人
日
昴
来
尊
像

地
蔵
薔
薩
像

水
没
者
供
養
塔

そ
の
他
諸
仏

・
諸
れ
な
ど

財鱚

天蓋絵 「龍」

聖 観 音 像

大日如来像薬師如来立像不動明王像
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薇

た 仏
ヽ  ヽ

教

に 専 シ し は く の の か

と

し

を

も

っ

ン
」
の

釈
尊

迦
＝
出

で
聖
者

す
。
そ

1曲鞭軸輔‐昇暮31象 舜貴全暴
仏 ‖ ヤ

陀 ―世 カ

墓省義ど
1鰈鰊
理
暮哀千
わ る サ
薇 イ岳 ン
ま 徳 ス

す 者 ク

tた 1:I
釈   望 旨 か

:訳i凩主1雀鵞サ
⑩彎彎撃を李曇
涅 槃 図出 山 之 図

開

い
た
人
、
人
生
の
普
に
日
党
め
た
人
の
意
味
で
す
。

え
、
七
く
な

っ
た
方
を
ホ
ト
ケ
様
と

い
う
の
は
、
民
衆

信
仲
の
思

い
入
薇
が
お
め
ら
枚
変ヽ
化
し
た
表
現
で
す
。

仏
教
と
は
、
自
ら
の
修
行
に
よ

っ
て
真
理
を
目
指
す

も
の
で
す
。

一
、
人
生
子
に
関
す
る
真
理

一
、
子
の
原
因
に
関
す
る
真
理

一
、
手
が
減
し
た
理
想

（
涅
集
）
に
関
す
る
真
理

一
、
涅
業
に
至
る
た
め
の
入
種
の
実
践
に
関
す
る
真
理

入
工
道
＝
①
工
し
い
見
解
　
②
正
し
い
決
意

③
工
し
い
言
語
行
為
　
④
正
し
い
身
体
的
行
為

⑤
正
し
い
生
活
　
⑥
工
し
い
努
力
　
⑦
工
し
い

記
憶
　
③
坐
祥
に
よ
る
工
し
い
精
神
集
中

こ
薇
ら
が
仏
教
の
基
本
で
す
。

圏

庭と無縁仏

韓
需詰,轟轟岬‐蟄市で可檸辟鱚栴了

光
西
十
は
曽

洞
宗

（
祥
宗
）

の
お
十

で
す
。

祥
宗
と
は
釈
尊

の
そ
の
教
え
を
坐
祥
と

い
う
修
行
に

よ

っ
て
白
已
を
律
し
な
が
ら
学
ぶ
と

い
う
方
法
で
逹
磨

人
師
ら
に
よ

っ
て
広
め
ら
枚
ま
し
た
。

そ

の
お
弟

子
さ
ま

に
洞
山
祥
師
と
曽

山
祥
師
が
お

り
、

二
人
の
名
前
を

い
た
だ
き
曽

洞
と
し
、
鎌
合
時
代

に
中
国

↑
禾
）

に
留
学
し
祥
を
学
ん
だ

の
が
道
元
祥
師

で
す
。
帰
国
後
、
人
本

山
永
千
十
を
定

立
し
修
行
に
卑

念

し
、
『
工
法
吸
蔵
』
な
ど

の
著
述
を
遺

し
高

れ
人
師

と
呼
ば
枚
ま
す
。
螢

山
祥
師
は
そ
の
教
え
を
広
く
日
本

ヤ

に
布
教
し
、
人
本

山
鑢
持
寺
を
開
山
し
太
れ
夫
師
と

呼
ば
薇
ま
す
。

曽

洞
宗

で
は
釈
尊
と
お

二
人
を

一
仏
両
れ
と
し
牧
虔

な
信

む
の
日
常
を
送
る
こ
と
を
旨
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
住
職

光
西
寺
第
二
十
八
世
　
本
　
田
　
達
　
雄

〒
〇
二
九
―
〇

一
〓
三

岩
手
県

一
関
市
狐
禅
寺
字
田
谷
下
九
四

電
　
話

（〇

一
九

一
）
二
三
―
四
七
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇

一
九

一
）
二
三
―
五
七
四
九
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